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春
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市
の
ゴ
ミ
事
情

春日市の　　 事情�春日市の　　 事情�
～地球にやさしい生活を～�

春
日
市
で
１
日
に
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
９
・
７
ｔ
。

市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
９
０
０
ｇ
で
す
。

ゴ
ミ
の
量
は
増
え
る
一
方
。

少
し
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ゴ
ミ
の
中
で
一
番
多
く
出
る
の
は
「
燃
え

る
ゴ
ミ
」。

中
で
も
、
新
聞
紙
や
広
告
、
紙
オ
ム
ツ
な

ど
の
「
紙
類
」
と
「
生
ゴ
ミ
類
」
が
多
い
こ

と
が
、
上
の
図
か
ら
分
か
り
ま
す
。

市
は
、
こ
の
２
種
類
の
減
量
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
10
年
後
の
平
成
27
年
度

ま
で
に
、
市
民
一
人
当
た
り
１
日
約
１
０
０

ｇ
減
量
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
春
日
市
の
古
紙
回
収
量
は
一
世
帯

当
た
り
年
間
約
１
０
０
㎏
で
す
。
し
か
し
、

紙
・
生
ゴ
ミ
の
減
量
推
進
中

古
紙
回
収
で
紙
類
ゴ
ミ
減
量

燃えないゴミ　（2％）�

その他　（2％）�

草・木類　（2％）�

布類　（2％）�

プラスチック類　（16％）�

生　ゴ　ミ　（33％）�

紙　　　類　（44％）�

燃えるゴミの内訳

春日市家庭系燃えるゴミ種類別内容調査（平成15年実施）



「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
」
は
、
そ
ん
な
に

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の

生
活
の
中
で
、
ほ
ん
の
少
し
工
夫
す
る
だ
け

で
、
ゴ
ミ
は
３
割
減
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。あ

な
た
も
今
日
か
ら
ゴ
ミ
減
量
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、

食
品
の
食
べ
残
し
や
消
費
期
限
切
れ
な
ど

の
無
駄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
再
利
用
で
き

る
紙
は
、
地

域
の
集
団
古

紙
回
収
に
出

し
ま
し
ょ
う
。
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3 地
域
の
取
組
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
の
回
収
量

に
は
か
な
り
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
後
、
全
体
で
年
間
１
５
０
㎏
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

残
っ
た
食
材
な
ど
は
、
た
い
肥
に
変
え
る

こ
と
で
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
春
日
市
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に
、

ま
た
経
済
的
に
た
い
肥
作
り
が
で
き
る
「
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

○
生
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
、

し
っ
か
り
水
切
り
を

し
、
含
ま
れ
る
水
分

量
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
レ
ジ
袋
も
ゴ
ミ
に
な

り
ま
す
。
買
い
物
に

は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
。
店

舗
に
よ
っ
て
は
特
典

が
あ
る
場
合
も
。
過

剰
包
装
も
断
り
ま
し

ょ
う
。

○
色
付
き
の
ト
レ
イ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
自

主
回
収
し
て
い
る
お
店
に
持
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

○
ゴ
ミ
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
正
し

く
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ
で
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
が
で
き
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
減
量
に
も
う
一
工
夫

た
い
肥
づ
く
り
で
生
ゴ
ミ
減
量

市内の地区別1世帯あたりの古紙年間回収量�
～A地区とB地区の場合～�

A地区�

B地区�

1世帯あたり�
264kg

1世帯あたり�
39kg

同じ市内で�

225kgの差 

A地区など�
回収量が多い地区は…�
・常時古紙を持ち込める倉庫があ�

　る�

・定期的（月1回以上）に、回収�

　日を設けている�

・自治会を中心に、学校や他団体�

　と連携をとって回収している�

家でダンボールコンポストをやっています。ダンボールに、「ピート

モス」と「もみがらくん炭」を混ぜたものを入れ、生ごみを投入して混

ぜるだけ。ほとんど臭いもなく、簡単にたい肥ができてお勧めです。生

ごみの分解が早いときには、1日で影も形もなくなっています。温度を

計ると、生き物を飼っているような感

覚で続けられますよ。

詳しくは、市環境対策課に問い合わ

せてください。

※　ピートモスに替えて㈲共栄資源管理センター(1(592)2502)で
配布している「緑のリサイクルチップ」も利用できます。

私たちもやってます
～お店の取り組み～

市内各所の店舗でも、環境に配慮した
さまざまな取り組みを行っています。
○「マイバッグ運動」として、ポイント
制のキャッシュバックを実施していま
す。（Ａ店・春日）

○独自トレイを、メーカーと連携して店
頭回収し、再商品化を実施しています。
（Ｂ店・春日原北）
○10種類の分別廃棄で、リサイクル化を
推進しています。（Ｃ店・春日）

○化粧水のビンを、100円分のポイント
と交換しています。大変好評です。（Ｄ
店・惣利）

○緑の多いきれいな街にしようと、こま
めに店の外の掃除をしています。（Ｅ
店・塚原台）

○小学生を対象に、環境学習の場として
店舗を提供する「エコ・ニコ学習会」
を実施しています。（Ｆ店・春日原北町）

問い合わせ先
環境対策課ごみ減量担当

1(584)１１１１　5(584)１１４７

これはお勧め！ダンボールコンポスト

市環境対策課

安部
あ べ

耕平
こうへい
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介護支援専門員

業務内容 要介護・要支援認定のための訪問調査や

介護サービス計画作成などの相談業務

対象 次のいずれにも該当する人

介護支援専門員資格取得者または3月末までに介護

支援専門員実務研修終了見込み

看護師の資格を有する

普通自動車運転免許（AT車限定可）を有する

採用期間 4月1日～平成18年3月31日（1年間）

勤務日数 週5日

勤務時間 午前8時30分～午後5時

報酬 月額21万9,500円（社会保険・有給休暇あり、

交通費・賞与支給なし）

募集人員 2人程度

選考方法 面接（3月中旬を予定）

応募方法 3月8日(火)（必着）までに、履歴書を郵

送または直接窓口に提出する

応募・問い合わせ先 介護保険課介護保険担当（〒

816―8501春日市役所）
1(584)1111 5(584)3090

小・中学校校務員（補充登録）

業務内容 市内の小・中学校での校務業務（中学校

はパソコンを使用する事務補助業務を含む）

※　欠員が出た場合に採用します。

対象
小学校　普通自動車運転免許を有する人

中学校　パソコンが使える人

採用期間 4月1日～平成18年3月31日（年度中途採

用の場合は前任者の残り期間）

勤務日数 週5日

勤務時間 午前7時30分～午後5時(学校によって異

なる)

報酬 月額15万円（社会保険・有給休暇あり、交通

費・賞与支給なし）

選考方法 面接

登録方法 随時、登録申込書（市販の履歴書でも可）

を郵送または直接窓口に提出する

登録・問い合わせ先 教務課庶務給食担当（〒816

―8501春日市役所）
1(584)1111 5(584)1153

市からのお知らせ�

募集します

春日市嘱託職員

人と人との出会いを大きく左右する「コミュニケーション」。家

庭や地域、サークルなど、さまざまな場所でよりよいコミュニケー

ションをとるために、ぜひ参加してみませんか。参加は無料です。

日程・演題・講師
3月9日(水) ｢私が変わるとあなたが変わる｣

講師 長阿彌
ちょうあみ

幹生
みきお

さん(教育文化研究所代表)

3月16日(水) ｢自分が変わると地域が変わる｣

講師 原口
はらぐち

一夫
かずお

さん（福岡県教育庁福岡教育事務所社会教育主事）

3月23日(水) 「大人が変わると子どもも変わる」

講師 添田
そえだ

譲二
じょうじ

さん（ヒューマン　コミュニケーション研究所所

長）

時間 午後7時～9時

会場 ふれあい文化センター大会議室（大谷6―24）

定員 50人程度（申込先着順）

申込方法 電話かファックスで住所、氏名、電話番号、所属してい

る団体があれば団体名を連絡する

申込・問い合わせ先 社会教育課
1(575)4121 5(593)7380

よりよいコミュニケーションのとり方

コミュニケーション考座
昨年11月～12月にかけて、無作

為に選んだ3,000人を対象に実施し

た市民意識調査で、1,176人の皆さ

まから回答をいただきました。あり

がとうございました。

この調査結果を、今後の市政運営

に活用していきます。

なお、集計・分析結果がまとまり

次第、市報やホームページなどでお

知らせします。

問い合わせ先 行政管理課
1(584)1111 5(584)1145

ご協力ありがとうございました

市民意識調査
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18歳以上で、ボランティアや地域活動に関心があり、意欲がある人を対象

に、「（仮称）まちづくり市民活動支援センター」の具体的な運営方法を検討

する運営準備委員（無報酬）を追加募集します。会議は月2回程度行います。

応募方法 電話で申し込む

応募・問い合わせ先 地域づくり課
1(584)1111 5(584)1153 tiiki@city.kasuga.fukuoka.jp

「(仮称)まちづくり市民活動支援センター」

運営準備委員追加募集

第1種低層住宅専用地域に指定されている土地です。

入札は誰でも参加できます。

○物件
所在地 塚原台3―45―1

地目・地積 宅地・235.72㎡

参考価格 69,000円／㎡

○現地説明会
日時 2月23日(水) 午前10時～

集合場所 市役所406会議室

※　事前説明の後、現地(各自移動)で説明会を行います。

なお、この説明会に出席せずに入札に参加した場合は、

現地説明事項を了解したものとみなします。

○入札会　
日時 2月28日(月) 午前10時～

（受付　午前9時30分～）

会場 市役所406会議室

入札参加方法 2月22日(火)までに、入札参加申請書類を

直接窓口に提出する

※　申請書類の入手方法など、詳しくは問い合わせてくださ

い。

申込・問い合わせ先 管財課管財担当
1(584)1111 5(584)1145

一般競争入札

市有地を売却します
1日(火) 本会議（議案の上程、提案理

由の説明など）

4日(金) 本会議（議案質疑など）

7日(月)～9日(水) 各常任委員会（議案

審査）

10日(木)・11日(金) 予算審査特別委員

会

14日(月) 春日原駅前線道路整備事業調

査特別委員会

16日(水)・17日(木) 本会議（一般質問）

18日(金) 各常任委員会（議案審査のま

とめ）

22日(火) 予算審査特別委員会

23日(水) 各常任委員会（閉会中の調査

事件の調整など）

24日(木) 本会議（委員長報告、質疑、

討論、採決）

※　日程は、都合により変更になることが

あります。傍聴する場合は、事前に問い

合わせてください。

問い合わせ先 議会事務局
1(584)1111 5(584)1146

傍聴しませんか

春日市議会3月定例会

旧須玖保育所の施設を一部改修し活用するこのセンタ

ー。建物は市が整備しますが、運営は市民活動団体が担い

ます。

今秋のオープンに向けて、現在、市民で構成するセンタ

ー運営準備委員会が、センターの役割や具体的な機能、運

営方法などについて検討を重ねています。

同委員会では、委員会自体が母体となって運営団体を組

織することも考えながら、「センターを多様な人々が交流

する場にしよう」「人が集まれば、知恵が集まる。その知

恵を活用する場にしよう」など、活発に話し合っています。

見学もできます。関心のある人は気軽にのぞいてみませ

んか。

なお、同委員会で話し合われた内容は、市ホームページ

で見ることができます。

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/

machidukuri/shien/shien.html

「(仮称)まちづくり市民活動支援センター」ただいま、準備中
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私が中学1年生の頃、「私、障害者の人をお世話する仕事
につきたい」と妹は笑顔で言いました。母が感心しながら、
「どうして」と尋ねました。私は、あきれながら、「また、
夢を変えたの」と答えました。「いいじゃん。別に。Aちゃ
んを見てそう思ったんだから」私は、その言葉を耳にした
時とてもおどろきました。
妹が言う障害者とは、耳や目が不自由な人の事ではなく、
ダウン症などの障害を持つ人の事だったからです。妹のク
ラスには、ダウン症を持つ男の子がいて、その子の事を一
番分かってあげているのが妹でした。いつも、一緒にいて
あげてその男の子も妹の事なら何でも素直に聞いていたよ
うです。また、先生方も妹の優しさに感心していました。
私も周りからもよくほめられキラキラ輝く妹のことを、す
ごい人だと感じていました。しかし、ダウン症などの人の
お世話する仕事につきたいというところまで、妹が大きく
成長してしまったことが、私には何だか不安になりました。
「お姉ちゃんだって『看護師になる』っていう夢があるじ
ゃん」妹は、お母さんをチラッと見て私に言った。「ある
よ。でも、それが何」私は、冷たくあたった。それに、お
母さんの前で少し照れくさかった。「じゃあ、同じじゃん」
妹は、ニンマリして言った。「何が」私は、その言葉を発
した時、妹の言いたい事が分かった。「人を看護する仕事

でしょ。同じじゃん」と・・・。
私は妹に全て見られているようでイヤだった。だんだん
その気持ちは高まっていき、私は自分でも分かっていた事
を自分でもただムキになってるだけと分かって言ってしま
った。
「病人と障害者は違うよ」
私は、泣きたくてたまらなかった。こんな事を言う人な
んて看護師になりたいなんて言う資格ない、と思った。
その時、妹は、「ねぇ」ソッと私に話しかけた。そして、
ゆっくり言った。「人は皆同じだよ。正常な人も病気の人
も、障害をもつ人もみんな人は人なんだから」
私は、恥ずかしかった。あんな事を言った私とこんなす
ばらしい事を言った妹。
このことがあってから私の思いは変わりました。妹が言
うようにみんな同じ人間であって、不便なところを補いあ
って生きていけばいいのだと考えるようになりました。私
も他の人に助けられる事もあるでしょうし、私が助けてあ
げられる事もあるのだから。一人ひとりが少しだけ優しい
心を持つと、この世はもっと良くなると信じています。だ
から、まず私から始めてみようと思います。そして、周り
の人と支え合って生きていこうと思います。

福岡法務局と福岡県人権擁護委員会が県内の中学生から募集した約4万点の人
権作文の中から、浦上さんの作品が奨励賞を受賞しました。
「障害者をお世話する仕事につきたい」と言い出した妹との会話によって、自

らの偏見に気付いた浦上さんの正直な気持ちが表れた作文です。読んだ感想をお
寄せください。 (人権女性政策課)

全国中学校人権作文コンテスト福岡県大会奨励賞
春日北中学校2年　浦上

うらかみ

みゆきさん

問い合わせ先　教務課施設計画担当�
1(584)1111　5(584)1153

市と学校、地域が一体となって運営する｢コミュニティ
スクール｣を目指している白水小学校の建築工事実施設計
が完了しました。
これから本格的な建築工事に取り掛かりますが、この契
約が2月の臨時市議会で承認されれば、3月には施設の概
要や工事方法、安全対策などについて住民説明会を行う予
定です。
また、学校用地となる整理池の造成工事については、現

在、校舎部分(池の北半分)を埋め立てており、この建築工
事の着工に支障を来たすことがないよう進めていきます。
なお、運動場部分(池の南半分)の造成は若干遅れそうで
すが、予定どおり平成18年4月の開校に向けて取り組んで
いきます。
周辺住民の皆様には、引き続きご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

「優しい心」
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ト
ピ
ッ
ク
ス�

｢食卓の向こう側｣と題して連載記事
を担当し、現代人の食生活に警鐘を鳴
らした新聞記者の重岡

しげおか

美穂
み ほ

さんが、1
月15日、ふれあい文化センターで講演
しました。
これは、地域と子どもたちが食を介
して交流する｢コミュニティレストラ
ン｣づくりに取り組んでいる市教育委員
会が、この活動を受け入れる市民に、
まず｢食育｣についてよく知ってもらお
うと開いたもの。
参加者は、添加物が体の成長に与える影響などをパネルで分りやすく説く重岡さんに、改め
て食の大切さと怖さを思い知らされたようです。
また、講演に続くシンポジウムでは、昨年11月、実際に大谷地区で｢コミュニティレストラ
ン｣をオープンした春日東中学校の生徒たちによる体験報告も行われました。

12月25～28日の4日間にわ
たり大阪市で行われた同大会
で、石橋

いしばし

大志
たいし

さん（春日南中3
年）と伊

い

東
とう

正光
まさみつ

さん（春日東中
3年）が選抜された福岡県代表
チームが、見事優勝を成し遂げ
ました。
バレーボール歴は石橋さんが
3年、伊東さんが7年。共に中体
連での活躍が目に留まり、代表
チームに選抜されました。ただ、
180cm以上の選手が7人もいる

チームだけに、170cm台の2人のポジションは学校のクラブとはまったく異なります。そんな
中、毎週末、県内各高校と練習試合をこなし、全国制覇を目標にチーム力のアップに努めてき
ました。
専門誌で優勝候補の呼び声が高かった福岡県チームは、予選からの6試合は1セットも落とさ
ず勝ち進んだものの、大分県を相手に迎えた決勝では、初めて2セット目を落としました。し
かし、2人は「1セットを取られても『まずい』とは思いませんでした。悪い流れさえ断ち切っ
てしまえば大丈夫だし、最後の試合なのだから、思いっきりやろうと考えました」と、その時
の心境を驚くほど落ち着いて振り返ります。
石橋さんの学校でのクラブ顧問であり、今回、マネジャーとして代表チームを支えた春日南
中の平田

ひらた

健一
けんいち

先生は、チームを「手がかからず、まじめで、互いに学び合う姿勢がうかがえま
した。各選手が中学校と代表でそれぞれ培ったものがあっての優勝だと思います」と評します。
大会を通じての感想を、石橋さんは「他県のうまい人のプレーを見ることができて参考にな
ったし、サーブで厳しいコースを突くことができました」。伊東さんは「楽しかったし、サーブ
カットに自信がつきました」と、プレーに対する自信を得た口ぶりで話します。
そんな2人に今後の目標を聞くと「これからもバレーボールを続け、できればプロ選手にな
りたい」と照れくさそうな様子。身長も含め、まだまだこれからが伸び盛りの2人なだけに、
今後のさらなる活躍が期待されます。

第18回全国都道府県対抗中学バレーボール大会

市内の２選手の活躍で全国制覇！

｢食育｣の大切さを訴える

記事連載の新聞記者が講演

記
事
作
成
の
裏
話
も
交
え
な
が
ら
食
の
怖

さ
を
訴
え
る
重
岡
さ
ん

▲

石
橋
さ
ん(

右)

と
伊
東
さ
ん

▲
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春
日
市
役
所�

受
講
生
の
1
年
間
の
主
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
27
日
(日)
〜
3
月
13
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
（
日
曜

日
は
午
後
5
時
ま
で
）

※
　
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
1
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
原
町
3
―

1
―

7
）

問
い
合
わ
せ
先

大
賀
お
お
が

1(

572)

5
6
1
3
（
5
兼
用
）

日
時

3
月
11
日
(金)

午
後
7
時
〜
9
時

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

て
ん
じ
ん

1
―

1
―

1
）

※
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
福
岡
市
内
の
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
や
楽
器
店
で
配
布
し
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
部
航
空
音
楽
隊
広

報
係

1(

581)

4
0
3
1

社
交
ダ
ン
ス
で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
は
不
要
で
す
。

日
時

2
月
27
日
(日)

午
後
5
時
30
分
〜
9
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
6
―

24
）

参
加
費

1
2
0
0
円
（
保
険
料
込

み
）

持
っ
て
く
る
物

ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

※
　
演
技
発
表
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
5
組

程
度
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
　
合
原

ご
う
は
ら

1(

592)

6
6
0
9
（
5
兼
用
）

昨
年
10
月
に
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
を

訪
問
し
た
平
成
16
年
度
福
岡
県
女
性
海

外
研
修
事
業
「
女
性
研
修
の
翼
」
の
研

修
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

女
性
問
題
や
福
祉
、
教
育
関
連
機

関
・
施
設
の
視
察
、
女
性
が
起
業
し
た

企
業
の
訪
問
、
現
地
女
性
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
て
学
ん
だ
先
進
的
な
取
り
組

み
を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

2
月
27
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
A
・
B
（
原
町
3
―

1

―

7
）

問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委
員
会

1(

643)

3
3
9
1

5(

643)

3
3
9
2

水
が
苦
手
な
3
歳
児
が
対
象
で
す
。

プ
ー
ル
に
入
っ
て
楽
し
く
遊
び
な
が
ら

水
に
慣
れ
さ
せ
ま
す
。

日
程

3
月
17
日
(木)
〜
3
月
29
日
(火)

の
毎
週
火
・
木
曜
日(

計
4
回)

時
間

午
後
3
時
〜
5
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

参
加
費

1
0
0
0
円

定
員

10
人

※
　
保
護
者
が
同
伴
し
て
入
水
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

2
月
27
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

3
5
0
0

5(

585)

1
6
3
4

「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人
（
お
ね
が
い
会
員
）」
と
「
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
ま
か
せ

て
・
ど
っ
ち
も
会
員
）」
が
支
え
あ
う

会
員
組
織
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
（
フ
ァ
ミ
・
サ

ポ
か
す
が
）」
の
「
お
ね
が
い
会
員
」

に
な
る
た
め
の
説
明
会
で
す
。

受
講
は
無
料
で
、
託
児
（
無
料
・
先

着
20
人
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

3
月
13
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
3
（
大
谷
6
―

24
）

申
込
方
法

3
月
4
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
、
す
く
す
く

プ
ラ
ザ
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
あ
る
チ
ラ
シ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
・
サ

ポ
か
す
が
事
務
局
（
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
内
）

1(

584)

7
7
0
0

5(

584)

7
7
3
9

6
〜
8
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
が
対
象
で
す
。

託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

3
月
15
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
三
角
巾き
ん

▽
託
児

に
必
要
な
道
具（
名
前
を
書
く
）

参
加
費

2
0
0
円
（
実
習
材
料
費
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
21
日
(月)
〜
3
月
9
日

(水)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の

生
年
月
日
、
託
児
の
有
無
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

イ
ベ
ン
ト

市
高
齢
者
大
学
O
B

水
墨
画「
墨
遊
会

ぼ
く
ゆ
う
か
い

」作
品
展

西
部
航
空
音
楽
隊

第
41
回
定
期
演
奏
会

春
レ
ク
の
夕
べ

社
交
ダ
ン
ス
交
流
会

「
女
性
研
修
の
翼
」

福
岡
地
区
報
告
会

ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
プ
ー
ル
で
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う

３
歳
児
水
な
れ
教
室

子
育
て

み
ん
な
で
子
育
て
！

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方

離
乳
食
教
室
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1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま

す
。参

加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
23
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
す
。
入
場
は
無
料
で
、
託
児

（
先
着
30
人
・
一
人
1
0
0
円
）
も
行

い
ま
す
。

日
時

3
月
12
日
(土)

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

会
場

福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
ア
ミ
カ
ス
（
福
岡
市
南

区
高
宮
た
か
み
や

3
―

3
―

1
）

定
員
　

▽
指
定
席
1
5
0
人
（
申
込
先
着
順
）

▽
自
由
席
1
5
4
人
（
当
日
先
着
順
）

※
　
指
定
席
を
希
望
す
る
人
は
、
2
月

25
日
(金)
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

職
業
、
子
ど
も
同
伴
の
有
無
（
託
児

の
有
無
・
人
数
も
）、
返
信
面
に
自

分
の
住
所
・
あ
て
名
を
書
い
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
〒
812
―

0
0
1
1
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅

は
か
た
え
き

前ま
え

2
―

18
―

25
ホ
テ
ル
日
航
に
っ
こ
う

福
岡
内
）

1(

482)

1
1
0
9

5(

482)

1
1
0
5

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
1
（
初
級
）

対
象

中
学
生
以
上

日
程

毎
週
木
曜
日

受
講
料

1
万
7
5
0
0
円

○
中
国
語
会
話
（
初
級
）

対
象

18
歳
以
上

日
程

毎
週
金
曜
日

受
講
料

1
万
5
0
0
0
円

期
間

3
月
〜
7
月
（
各
20
回
）

時
間

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3

―

1
―

7
）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
受
講
料
は
前
納
で
す
。

な
お
、2
月
17
日
(木)
・
18
日
(金)
に
、

1
日
無
料
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

2
月
26
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
国
際

交
流
協
会
　
野の

田だ

康
洋
や
す
ひ
ろ

1(

591)

1
0
9
8
（
5
兼
用
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

で
、
こ
れ
か
ら
独
立
開
業
を
考
え
て
い

る
人
や
開
業
し
て
6
カ
月
未
満
の
人
を

対
象
に
し
た
、「
事
業
を
成
功
に
導
く
」

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

税
理
士
や
中
小
企
業
診
断
士
、
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
、
創
業

に
向
け
た
具
体
的
な
指
導
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

日
程

3
月
19
日
(土)
・
26
日
(土)
（
計
2

日)

時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分

会
場

春
日
市
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2

―

24
）

内
容

▽
創
業
の
準
備
と
心
構
え
▽
開

業
資
金
の
作
り
方
▽
創
業
時
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
▽
創
業
者
の

体
験
談
▽
事
業
計
画
の
立
て

方
・
ま
と
め
方
▽
創
業
に
必
要

な
税
務
と
労
務
関
係
の
知
識
▽

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン（
事
業
計
画
）

の
作
成

受
講
料

2
0
0
0
円
（
資
料
代
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
17
日
(木)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
春
日
市
商
工
会
指
導
課

1(

581)

1
4
0
7
5(

575)

0
7
0
2

▽
市
地
域
づ
く
り
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
5
3

日
本
語
の
ル
ー
ル
と
使
い
方
に
つ
い

て
の
講
座
で
す
。
私
た
ち
が
無
意
識
に

使
い
分
け
て
い
る
日
本
語
の
ル
ー
ル
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

3
月
13
日
(日)

午
前
11
時
〜
午
後
0
時
30
分

会
場

同
会
福
岡
県
支
部
（
福
岡
市
中

央
区
舞
鶴
ま
い
づ
る

1
―

1
―

10
天
神
て
ん
じ
ん

シ

ル
バ
ー
ビ
ル
2
階
）

参
加
費

1
0
0
0
円

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
会
福
岡
県
支
部

1(

722)

2
2
7
3

5(

722)

2
2
6
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
か
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
ま
で
、
初
心
者
に

も
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

日
程

3
月
3
日
(木)
〜
24
日
(木)
の
毎
週

月
・
木
曜
日
（
3
月
21
日
(月)
を

除
く
、
計
6
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

同
公
民
館
（
春
日
1
―

1
1
1
）

受
講
料

1
万
円

定
員

8
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
17
日
(木)
〜
24
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

571)

4
1
4
9

5(

571)

7
9
2
1

Ｊ
Ｒ
九
州
の
初
代
社
長
と
し
て
国
鉄

改
革
に
携
わ
っ
た
石
井
い
し
い

幸
孝
ゆ
き
た
か

さ
ん
の
講

演
で
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

3
月
8
日
(火)

午
後
2
時
〜
3
時

会
場

同
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2
―

24
）

定
員

70
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
17
日
(木)
以
降
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

3
月
2
日
(水)

午
後
7
時
〜
9
時

会
場

同
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2
―

24
）

演
題

「
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
と

対
策
に
つ
い
て
〜
各
種
の
情
報

や
デ
ー
タ
の
管
理
は
大
丈
夫
で

す
か
？
〜
」

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
17
日
(木)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

福
岡
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
今
、
親
学
と
は
…
」

講
演
・
講
座

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

独
立
開
業
を
目
指
す
あ
な
た
の
た
め
の

春
日
市
起
業
塾

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
日
本
語
教
師
会

「
日
本
語
を
日
本
語
で
教
え
よ
う
」

春
日
公
民
館

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

「
２
０
０
５
年
」変
わ
る
日
本
経
済

春
日
市
商
工
会
講
演
会

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
管
理
の
留
意
点

春
日
市
商
工
会
セ
ミ
ナ
ー
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食
品
衛
生
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
食
品
衛
生
責
任
者
に
必
要

な
、
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
講
習

会
で
す
。

対
象

食
品
関
係
の
営
業
者
か
従
事
者

ま
た
は
受
講
希
望
者

日
時

3
月
9
日
(水)
・
10
日
(木)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

(

受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜)

※
　
い
ず
れ
か
1
日
の
み
の
受
講
で

す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
A
・
B(

原
町
3
―

1
―

7)

定
員

各
1
2
0
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

7
0
0
0
円

申
込
方
法

3
月
4
日
(金)
ま
で
に
窓
口

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会(

大

野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
筑

紫
総
合
庁
舎
内)

1(

575)

5
0
5
6
（
5
兼
用)

昨
年
末
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ

る
津
波
で
、
親
を
失
っ
た
多
く
の
ス
リ

ラ
ン
カ
の
子
ど
も
た
ち
は
、現
在
で
も
、

食
糧
は
不
足
し
、
教
育
も
受
け
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
教
育
支

援
を
行
っ
て
い
る
同
協
会
は
、
こ
の
子

ど
も
た
ち
の
生
活
支
援
里
親
を
募
集
し

ま
す
。

会
費
を
支
払
っ
て
会
員
に
な
る
こ
と

が
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま

す
。

会
員
種
別
・
会
費

○
里
親
会
員
（
里
親
一
人
で
里
子
一
人

を
支
援
）

年
間
1
万
2
0
0
0
円
（
支
援
期

間
は
3
年
間
以
上
）

※
　
里
子
二
人
以
上
を
支
援
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

○
シ
ェ
ア
ー
会
員
（
里
親
二
人
で
里
子

一
人
を
支
援
）

年
間
6
0
0
0
円
（
支
援
期
間
は

3
年
間
以
上
）

○
応
援
会
員

5
0
0
0
円
（
1
回
の
み
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

会
員
種
別
を
書
い
て
送
り
、
指

定
口
座
に
会
費
を
振
り
込
む

会
費
振
込
先

郵
便
貯
金
口
座

▽
口
座
番
号
　
1
7
4
0
0
―

5
1
2

6
5
4
5
1

▽
口
座
名
義
　
西
日
本
ス
リ
ラ
ン
カ
奨

学
金
協
会

申
込
先

同
協
会
現
地
会
長
　
ピ
ー
タ

ー
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
プ
レ
（
〒

812
―

0
0
4
1
福
岡
市
博
多
区

吉
塚
よ
し
づ
か

1
―

8
―

27
―

3
0
3
）

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
国
内
会
長

江
口
え
ぐ
ち

正
博
ま
さ
ひ
ろ

1(

566)

8
8
3
5
（
5
兼
用
）

夫
婦
・
親
子
間
の
も
め
ご
と
や
戸
籍

に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
・
土
地
の
ト
ラ

ブ
ル
、
交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に
、
調

停
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時

2
月
18
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
受
付
　
午
後
2
時
ま
で
）

会
場

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
2
階
第
1

会
議
室
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂

2
―

5
―

8
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
家
事
調
停
協
会

1(

711)

9
6
5
1

▽
福
岡
民
事
調
停
協
会

1(

781)

3
1
4
1

ヒ
ジ
キ
は
、
食
物
繊
維
と
ミ
ネ

ラ
ル
の
豊
富
な
海
藻
で
す
。
今
回

は
、
煮
も
の
で
は
な
く
、
肉
団
子

に
使
っ
て
み
ま
し
た
。

材
料(

4
人
分)

豚
ひ
き
肉
　
2
0
0
g

卵
　
1
個

白
み
そ
　
大
さ
じ
1
1／
2

シ
ョ
ウ
ガ
汁
　
少
々

芽
ヒ
ジ
キ(

水
で
戻
し
た
も
の)

10
g

酒
　
大
さ
じ
2

パ
ン
粉
　
大
さ
じ
3

チ
ン
ゲ
ン
菜
　
1
株

水
　
5
カ
ッ
プ

酒
　
大
さ
じ
2

A

シ
ョ
ウ
ガ
汁
　
大
さ
じ
1

塩
　
小
さ
じ
1

作
り
方

①
　
ボ
ウ
ル
に
ひ
き
肉
と
卵
、
み

そ
、
シ
ョ
ウ
ガ
汁
を
入
れ
て
よ

く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

②
　
ヒ
ジ
キ
と
酒
、
パ
ン
粉
を
①

に
加
え
、
粘
り
が
出
る
ま
で
よ

く
混
ぜ
る
。

③
　
鍋
に
水
を
入
れ
て
火
に
か
け
、

沸
騰
し
た
ら
②
を
直
径
3
㎝
く

ら
い
の
団
子
状
に
丸
め
て
入
れ

る
。

④
　
ア
ク
を
と
り
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
っ
た
チ
ン
ゲ
ン
菜

を
入
れ
、
A
で
調
味
す
る
。

熱
量

1
人
分
　
1
7
1
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）

{

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

募
　
集

西
日
本
ス
リ
ラ
ン
カ
奨
学
金
協
会

生
活
支
援
里
親
募
集

相
　
談

福
岡
家
事
・
民
事
調
停
協
会

無
料
調
停
相
談
会

あ
か
さ
か



きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

過
子
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

華
*
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ア
ク
ア
マ
ロ
ン
☆
さ
ん

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

プ
ッ
ち
ん
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。
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日
時

3
月
3
日
(木)
・
17
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

同
支
局
1
階
相
談
室
（
筑
紫
野

市
二
日
市
中
央
5
―

14
―

7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
24
日
(木)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

▽
3
月
1
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
3
月
3
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

2

―

1
）

▽
3
月
15
日
(火)

太
宰
府
市
役
所
（
太

宰
府
市
観
世
音
寺

か
ん
ぜ
お
ん
じ

1
―

1
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

1
月
に
原
案
を
縦
覧
し
、
利
害
関
係

者
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
作
成
し
た

「
春
日
原
東
町
3
丁
目
、
4
丁
目
地
区

地
区
計
画
」の
最
終
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
地
区
計
画
は
、
対
象
地
域
の
地

権
者
や
住
民
で
構
成
す
る
街
づ
く
り
協

議
会
に
お
い
て
合
意
形
成
さ
れ
た
「
地

区
街
づ
く
り
協
定
」
の
内
容
に
基
づ
い

て
市
が
決
定
し
ま
す
。

決
定
す
る
と
、
住
民
自
ら
が
考
え
た

ル
ー
ル
が
都
市
計
画
に
反
映
さ
れ
、
法

的
効
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

2
月
16
日

(水)
〜
3
月
2
日
(水)
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時

縦
覧
・
意
見
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
計
画
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

平
成
16
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限
は
3
月
15
日
(火)
で
す
。

例
年
、
3
月
に
入
る
と
税
務
署
な
ど

の
窓
口
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
早
め

に
申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

1(

923)

1
4
0
0

福
岡
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.fukuoka.nta.go.jp

国
保
い
ろ
い
ろ

医
療
費
を
大
切
に

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
一
人
当
た
り
に
か
か
っ
た
医
療

費
が
、
平
成
15
年
度
に
な
っ
て
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内

の
96
市
町
村
中
9
番
目
の
伸
び
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
医
療
費
は
、
国
な
ど

か
ら
の
支
出
金
と
皆
さ
ん
が
支
払

う
国
民
健
康
保
険
税
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
費
の
増

加
は
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
維
持
を
心
が

け
、
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
1

春日市１人当たり費用額�
38

36

34

32
平成12年度�

35万2,287円�35万3,061円�
34万8,364円�

36万5,048円�

平成13年度� 平成14年度� 平成15年度�

（万円）�

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

そ
の
他

縦
覧
し
ま
す

春
日
原
東
町
３
丁
目
、
４
丁
目
地
区
地
区
計
画

期
限
は
3
月
15
日

確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う



腰
痛
の
原
因

現
代
病
の
一
つ
で
あ
る
「
腰
痛
」。

そ
の
要
因
と
し
て
、「
骨
や
椎
間
つ
い
か
ん

板ば
ん

な
ど
の
病
気
」「
姿
勢
や
体
型
」

「
重
い
荷
物
を
運
ぶ
」「
同
じ
姿
勢
を

続
け
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

人
間
は
立
っ
て
い
る
状
態
で
も
重

い
上
半
身
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
腰
椎
に
は
大
き
な
負
担
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
腰

痛
予
防
を
考
え
ま
す
。

日
ご
ろ
の
姿
勢
に
気
を
つ
け
よ
う

腰
痛
予
防
で
ま
ず
大
切
な
の
は
、

正
し
い
姿
勢
で
生
活
す
る
こ
と
で

す
。

▽
立
つ

あ
ご
を
引
き
、
背
筋
を
伸

ば
し
て
下
腹
に
力
を
入
れ
る
。

▽
歩
く

立
つ
時
の
正
し
い
姿
勢
か

ら
足
を
踏
み
出
す
。
ひ
ざ
は
伸
ば

し
、か
か
と
か
ら
地
面
に
つ
け
る
。

負
担
が
か
か
り
や
す
い
動
作
に
注
意

腰
に
負
担
が
か
か
り
や
す
い
動
作

時
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要

で
す
。

▽
炊
事
や
洗
顔

背
中
を
丸
め
て
前

か
が
み
に
な
る
姿
勢
に
な
り
や
す

い
た
め
、
足
元
に
高
さ
15
〜
20
cm

の
台
を
用
意
し
、
片
足
を
台
に
乗

せ
、
腰
へ
の
負
担
を
和
ら
げ
る
。

▽
物
を
持
ち
上
げ
る

ひ
ざ
を
曲
げ

て
し
っ
か
り
と
し
ゃ
が
み
込
み
、

物
を
自
分
の
体
に
引
き
寄
せ
て
、

腕
で
持
ち
上
げ
る(

ひ
ざ
を
伸
ば

し
た
ま
ま
持
ち
上
げ
る
と
、「
ぎ

っ
く
り
腰
」
に
な
り
か
ね
な
い)

。

鍛
え
て
予
防

腰
痛
予
防
に
は
、
体
を
支
え
る
腰

部
や
腹
部
、
脚
部
の
筋
肉
を
日
ご
ろ

か
ら
鍛
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。腹

部
の
筋
力
を
強
化
す
る
腹
筋
運

動
や
、
腰
部
や
脚
部
の
筋
力
を
強
化

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
日
常
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
痛
み
を
感
じ
た
場
合
は
、

我
慢
を
せ
ず
、
安
静
に
し
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
運
動
指
導
士
　
山
下
や
ま
し
た

信
太
郎

し
ん
た
ろ
う

腰
痛
を
予
防
し
よ
う
！

こ
ん
に
ち
は
健
康
運
動
指
導
士
で
す�

情
報
ひ
ろ
ば

12

による火災が�
　　　　頻発しています！�

放火防止5カ条�

昨年11月から1月にかけて、不審火による火災が連続して発
生しています。
皆さんの生命や財産を守るためにも、一人ひとりはもちろん、

地域全体で｢放火防止5カ条｣を実践しましょう。

○家の周りには、燃えやすい物を置かない
○夜間、建物の周囲や駐車場は、照明を点灯し、明るくしておく
○空家や物置には鍵をかける
○車やバイクなどのボディカバー、燃えにくいものを使用する
○地域ぐるみで放火防止に取り組む

※　不審者を発見したら、最寄りの警察署や消防署に連絡して
ください。

問い合わせ先 春日・大野城・那珂川消防署
1(584)1191 5(584)1200

①ひざを立てて仰向けになり、手を
脚の付け根に置く。

②息をはきながら、両手をひざのほ
うへ滑らすようにして、床から背
中を浮かせ、息を吸いながらゆっ
くり戻す。この動作を10～15回
繰り返す。

腰痛予防体操(腹筋運動)

医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
は
、
法

律
で
2
年
に
1
度
、「
業
務
の
種
別
」

「
業
務
に
従
事
す
る
場
所
」「
登
録
年
」

な
ど
を
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に
届
け

出
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

届
出
票
は
県
の
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所

1(
513)

5
5
8
1

5(

592)

8
4
4
4

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
皆
さ
ん

届
出
と
調
査
に
ご
協
力
を



相
談
・
散
歩
道
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久
し
ぶ
り
の
受
賞

各
自
治
体
が
発
行
す
る
広
報
物
を
対

象
に
し
た
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
春
日
市
は
、
昨
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
県
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
広

報
紙
は
こ
こ
数
年
、
受
賞
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
ま
し
た
▼
県
内
に
は
広
報
あ
か

い
け
な
ど
全
国
的
に
有
名
な
広
報
紙
も

あ
り
、
担
当
者
の
情
熱
が
伝
わ
る
内
容

の
濃
い
紙
面
に
は
、
い
つ
も
感
心
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
見
習
っ
て
、
年
に

一
度
く
ら
い
は
特
集
を
組
ま
な
き
ゃ
」

と
思
い
続
け
た
こ
こ
１
、
２
年
。
よ
う

や
く
重
い
腰
を
上
げ
、
○川
を
中
心
に
取

り
組
ん
だ
の
が
「
市
報
か
す
が
12
月
15

日
号
」
で
し
た
▼
特
集
記
事
は
「
防
犯
」。

普
段
以
上
に
企
画
や
構
成
に
時
間
を
か

け
て
の
話
し
合
い
。
ま
た
、
地
域
で
防

犯
活
動
に
取
り
組
む
人
た
ち
や
自
治
会
、

警
察
な
ど
に
何
度
も
足
を
運
び
、
取
材

を
重
ね
ま
し
た
▼
こ
の
取
材
を
通
じ
て

痛
感
し
た
の
は
、
地
域
住
民
の
力
の
大

き
さ
。
こ
れ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現

す
る
こ
と
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
佳
作
受
賞
と
い
う

吉
報
が
舞
い
込
み
ま
し
た
▼
早
速
、
祝

賀
会
を
開
く
予
定
で
し
た
が
、
肝
心
の

○川
が
突
然
の
ぎ
っ
く
り
腰
！
会
の
延
期

に
落
胆
し
な
が
ら
、
最
終
校
正
を
過
ぎ

た
今
、
○川
に
代
わ
り
大
慌
て
で
こ
の
散

歩
道
を
書
い
て
い
ま
す
。

○ｋ
＆
○ひ

相　　談�

市無料法律相談(月1回)
2月16日(水)・3月16日(水) 受付

8時50分 定員15人(9時の抽選で決
定 ) 市役所2階市民相談室
1(584)1111

商工会無料法律相談(月1回)
3月2日(水)・4月6日(水) 受付8時

30分～(窓口先着6人) 相談13～15
時 春日市商工会 1(581)1407

県無料法律相談
毎週金曜日 13～16時 電話予約

が必要(先着6人) 県民相談室(県庁
内) 1(651)1234

有料法律相談
月～金曜日10～19時 土・日・祝

日10～13時 1人30分程度で料金は
5,250円 電話予約が必要 天神弁護
士センター 1(741)3208

県交通事故相談
月～金曜日 9～17時 県交通事

故相談所(県庁内) 1(622)0403

県巡回交通事故相談(月1回)
毎月第2火曜日 受付10～15時

市役所2階市民相談室 1(584)1111

交通事故被害者電話相談
月～金曜日 13時～16時 交通事

故被害者サポートセンター 1(741)
2270

犯罪被害者の電話相談
毎週火曜日 16～19時 天神弁護

士センター 1(738)8363▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
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シルバー110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 1(584)3344

定例人権相談(月1回)
3月1日(火)・4月5日(火) 10～15

時 市役所2階市民相談室 1(584)
1111

人権相談
月～金曜日 8時30分～17時 福

岡法務局筑紫支局 1(922)2881

春日市消費生活相談
毎週月・木曜日 10～15時 市役

所2階市民相談室 1(584)1111

福岡県消費生活相談
月～金曜日 9～17時 消費生活

センター 1(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
月～金曜日 18～20時 福岡県司

法書士会 1(722)4131

心配ごと相談
毎週水曜日 10～15時 春日市社

会福祉センター4階 1(581)7225

不安・悩み電話相談
24時間いつでも可 福岡いのちの

電話 1(741)4343

不動産相談
毎月第1・3木曜日 13～16時

県民相談室(県庁内) 電話予約が必
要 1(651)1234

住宅相談
月～金曜日 10～17時 住宅情報

プラザ福岡(県建築住宅センター内)
1(725)0876
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▽
�子育て・子どもの悩み相談

月～土曜日(祝日を除く) 9時30分
～18時 子育て支援センター家庭児童
相談室(すくすくプラザ内) 1(584)
1015

子ども・家庭電話相談
年末年始を除く毎日 9時～17時

30分 県看護等研究研修センター
1(733)8400

子どもの人権110番(電話相談)
毎週土曜日 12時30分～3時30

分 天神弁護士センター 1(752)
1331

福岡県障害者110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 1(584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
月～金曜日9～18時・土曜日9～13

時 福岡いのちの電話 5(721)
4343

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
月～金曜日 10～17時 ちくし女

性ホットライン 1(513)7335

女性のための総合相談
月曜日を除く毎日 受付9時30分～

16時 あすばる相談室(県クローバー
プラザ内) 1(584)1266

性犯罪などの電話相談
月～金曜日 8時30分～17時15

分 福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
1(632)7830

痴ほう相談
月～土曜日 8時30分～18時30

分 かすがの郷在宅介護支援センタ
ー 1(595)8188▽
� ▽
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法律相談

子どもに関する相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

このコーナーの詳しいことは、各窓
口にお尋ねください。



市 の 人 口

●市の人口 109,795人

女 55,922人　男 53,873人

●世 帯 数 42,867世帯
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1月14日の婿押し祭りでの「樽せ
り」の様子。御池の周りには、氏子
たちの勇壮な姿を一目見ようと、県
内各地から多くの人が集まりまし
た。

表
紙
の
写
真

白水八幡宮
しろうずはちまんぐう

周辺で確認された中世
から近世にかけての武士の屋

や

敷
しき

(上
白水館跡

やかたあと

)から、当時の生活道具と
共に出土しました。犬のようですが、
たてがみや人が乗っている表現から
馬ということが分かります。表面に
白い顔料を塗った跡もあり、大きさ
やかわいらしいつくりから、玩

がん

具
ぐ

と
も考えられます。

（奴国
な こ く

の丘歴史資料館）

土
ど

馬
ば

2

(1/15現在)

約400年もの歴史を持つ国指定重要無形民俗文化財の

「婿押し祭り(若水祭
わかみずさい

)」が、1月14日、春日神社で行われま

した。

これは、前年に結婚した氏子の夫婦を祝福する祭りで、

今年は4組の夫婦が参加しました。

祭りは、氏子たちへの夫婦紹介に続き、締め込み姿の新

郎や氏子約50人が

勢いよく御
み

池
いけ

へ。

神酒
み き

樽
だる

を割って縁

起物の木片を奪い

合う｢樽せり｣の勇壮な姿に、訪れた多くの見物客からは歓声が上がってい

ました。

また、同日、市内数カ所で左義長
さぎちょう

(どんど焼き)も行われ、地域の住民が

しめ縄などを持ち寄り、無病息災を祈願しました。

新婚夫婦の幸せを祈り　春日神社で「婿押し祭り」

スマトラ沖大地震津波の被災地プーケット島で救援

医療にあたってきた福岡徳洲会病院の医師らが、1月19

日、同病院内で職員を対象に帰国報告会を開きました。

この活動は、常時、災害時の医療協力体制を整えて

いる医療法人徳洲会が、発生直後から2週間、全国から

集まった医師や看護婦など35人を派遣したもの。

報告会では、同法人専務理事の新井
あらい

英和
ひでかず

さんと同病

院救急総合診療部医長の原野
はらの

和芳
かずよし

さんが、現地の惨状

を説明した後、悪条件の病院を回って約1000人の治療

に携わったことなどを話しました。

二人は、今回の経験を基に｢大災害時の救援拠点は医

療施設が担っています｣と病院の使命と医療従事者の自

覚を参加者にうながしていました。

なお、この医療協力では、インドネシア・バンダア

チュを含め、最終的に89人が派遣されました。

福岡徳洲会
とくしゅうかい

病院　津波被災地のプーケット島で医療協力

神
酒
樽
の
酒
を
一
気
に
飲
み
干
す
氏
子

▲

▲

中央は長さ7.3cm、高さ5,2cm
中世～近世

▲スライドで現地の惨状を説明する原野医長

む こ　お

白
水
八
幡
宮
の
境
内
で
行
わ
れ

た
左
義
長


